
ランチトーク☀2
学習・研究のヒント

研究分野の選択
 ��に�題になったのは研��野の

�択でした。それぞれ�々な��があ

って�の研��野に�むことになるの

ですが、共�していたのは担当の先⽣

に�⼒を�じたということでした。研

�を�じて先⽣から個別に指�を受け

たり、⼀�にフィールドワークに�向

いたりする��が�くあります。��

�択の�には研���問等を⾏って先

⽣とコミュニケーションを事前に�っ

ておくことがおすすめです。

普段の学習とレポート
 �科の�びは知識等を覚えることも

重�ですが、それよりはよりはむし

ろ、�んだことを⾃�の体�や�えに

�び付けていくことがポイントです。

レポートも⾃�の��や問題�識、そ

して授業で�いた�葉の中で「�当に

そうやな」というものから�げていく

イベント概要

井上�（�科 ��
と�的研�D2）
眞⽥�（�科 ��
と�的研�M2）
�⽥和佳（�科  
共⽣⾏動論B4）
���（�科   
共⽣⾏動論B4）

日時：
2020年10⽉28⽇
（�）12:10-13:20
使用アプリ：
ZOOM
聞き手：
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 10⽉28⽇の�休みにコロナ�の中

での2回⽬のオンラインランチトーク

「��・研�のヒント」を開�しまし

た。オンライン授業が�き、�と��

�う��、�す��が⼤きく減ってし

まいました。⼤�での��・研�は先

�・同期・��とともに�めること

が、��までと�べるとずっと�えま

すが、それも�前よりは�しくなって

います。�に��から⼤�へと��が

⼤きく�わった1年⽣を中�に、�

�・研�に�しさを�じている�⽣が

先�に相�する場として�回のランチ

トークを開�しました。��しく1年

⽣の��はなかったのですが、�科で

�々なことを�んできた先��が⼤�

での�びと研�について�しました。

コロナ禍の中の
学習と研究

レポート
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ことで形になっていきます。その先に

���択や�論、�によっては�論や

�論のテーマが⾒えていきます。ぜひ

⾃�の��や�題を発⾒してみてくだ

さい。

理論と実践
 �科の研�の軸となるのは理論と�

�の�復です。しかし��から得た理

論とフィールドでの��を�ぐことは

⼤�です。�んでいない��も�い

し、フィールドで⾒落としてしまうこ

とも�いし、そして��とは異なるこ

とも、現場ではたくさん�こります。

研�はわからないことばかりです。�

年の研��積がある先⽣のアドバイス

を⼿掛かりにしながらフィールドを⾒

つめ、��を�し、よく�えることで

研�は�んでいきます。

 研�は⼤�ですが、理論と��の�

復の中でこれまで何となくしかわから

なかったことが、�々��を�ってい

きます。授業で��したことが�につ

いたかどうかわからないとの声があり

ましたが、�科での�びは、�当に�

につくまでに何年も時間がかかるもの

なのでしょう。

大学院進学へ
 �⽥さんと�さんは来年度から�科

の⼤��に��する予�です。⼆�と

も当�は��するつもりだったそうで

すが、共⽣⾏動論�野の�⼠前期��

で研�を�けたらきっと⾃�は成�で

きると思ったことや、このコロナ�の

状況を研�したいという思いから��

を決めたそうです。⼀�に��を受け

る予�の仲間とともに英�や専⾨の�

���に�り�まれました。

仲間とともに
 ⼤�の専⾨の研�は、⼀�⼀�が⾃

�のテーマをもって研�するからこ

そ、ともに�び、協⼒することが⼤切

になっていきます。相�に����す

ることで、⾒落としが発⾒され、研�

は��します。⼀�で��を�んで研

�しているだけのように思われがちな

��の研�も、�独に�めるものでは

なく、仲間とともに�めています。

 コロナ�の中で���と��うこと

が�しくなっている現在ですが、�々

な��を捉えて仲間を�やしていって

�しいと思います。

        （�責��⽥和�）

ランチトークの
ご案内

ランチトークは�間科

�研�科附属未来共�

センターの�⽣��で

す。センターでは�⽣

の�さんからの��を

待っています。

 �に�野の��を�
えてあるテーマについ

て��者とディスカッ

ションをしてみたい�

は⼤��です�

 これまでのテーマは
アラスカ・�ヶ�・ジ

ェンダー・⼤�と�

現・��と研�・⼤�

の��・共⽣と共�な

どです。

 どうぞよろしくお願
いいたします。
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